
平成 28 年 成果集 

活動事例 共同研究 行方市三昧塚古墳から出土した， 
金属・埴輪の形状及び構造の分析 支援先 

茨城県立歴史館 
 

【内 容】 
茨城県立歴史館とともに，三昧塚古墳から出土し

た金属製品及び埴輪の構造測定を実施いたしまし

た。三昧塚古墳は前方後円墳で，行方市玉造町沖洲

の沖積地に存在しております。今回の測定では茨城

県指定文化財である「平縁変形四神四獣鏡」等につ

いて X線 CT による測定を，「人物埴輪 力士」等

について三次元デジタイザによる形状測定を実施

いたしました。その結果，目視での観察では発見で

きなかった補修の跡やひび割れについて確認する

ことができました。 

今回の成果については，平成 28年 10 月 8日～11

月 23 日に歴史館で実施された特別展にも展示され

ました。 
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活動事例 産業界支援 茨城・栃木県結城紬研究試作品 
合同展示会の開催 支援先 

結城紬産地 
 

【内 容】 
11 月 12 日～13 日の紬ウィーク（本場結城紬振興事業実行委員会主催）期間中,結城市民情報セン

ター3 階において結城紬に関する研究紹介及び研究試作品,研修生作品等 22 点を紹介する展示会を当
センターと栃木県産業技術センター紬織物技術支援センターとの合同で開催しました。 
茨城県人気投票第１位の「100 亀甲帯状亀模様」は設計図案を合わせて展示することで，実物の

着物と見比べて模様を探すなど，興味深く見学していただきました。栃木県人気投票第 1位の「ネ
ットロウシルク名古屋帯」は，よこ畝織で縞柄に変化をつけるなど今までにない作品で人気を得ま
した。その他「着心地や素材の良さ」をパネルで説明するなかで，一般消費者や着物を着る側の視
点から意見を聞く貴重な場となりました。           
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図１ X線 CT による測定 
（左：測定対象 右：測定画面） 

図２ 特別展の展示 

 

図１ 展示会場の様子 
図２ 茨城県人気投票第１位        
（右は展示着物の設計図案） 

図３ 栃木県人気 
投票第 1位 


